
拝
復
、
暑
さ
に
も
拘

ハ
ら
す
御
機
嫌
に
被
為
入

奉
大
慶
候
、
此
地
ニ

参
候
処
今
年
ハ

湿
気
多
く
神
経

痛
も
思
ひ
の
外
ニ

軽
快
ニ
赴
き
不
申
、

従
て
御
不
沙
汰
申
上
候
、

さ
り
な
が
ら
浮
世
は
な
れ

之
山
間
、
世
間
の

さ
わ
き
も
耳
ニ
入
ら
す

閑
寂
ニ
消
光
罷
在
候
、

御
放
念
可
被
下
候
、
先
ハ

不
取
敢
御
不
沙
汰

御
詫
迄
如
此
候
、

頓
首

吉
田

茂

谷
口
御
後
室
様御

前

九
月
七
日

【
釈
文
】

ウ
ェ
ブ
講
座
「
吉
田
茂
の
手
紙
を
読
む
」
第
７
回

昭
和
29
年
９
月
７
日
付

谷
口
直
枝
子
宛
吉
田
茂
書
簡

す

え

こ



拝
復
、
暑
さ
に
も
拘
わ
ら
ず
ご
機

嫌
に
入
ら
せ
ら
れ
、
大
慶

奉

り

候
、
こ
の
地
に
参
り
候
処
、
今
年

は
湿
気
多
く
神
経
痛
も
思
い
の
外

に
軽
快
に
赴
き
申
さ
ず
、
従
っ
て

御
不
沙
汰
申
し
上
げ
候
、
さ
り
な

が
ら
浮
世
は
な
れ
の
山
間
、
世
間

の
さ
わ
ぎ
も
耳
に
入
ら
ず
、
閑
寂

に
消
光
罷
り
在
り
候
、
御
放
念
下

さ
る
べ
く
候
、
先
ず
は
取
り
敢
え

ず
御
不
沙
汰
御
詫
び
迄

か
く
の

如
く
に
候

頓
首

吉
田

茂

谷
口
御
後
室
様御

前

九
月
七
日

か
かた

い
け
い
た
て
ま
つ

そ
う
ろ
う

と
こ
ろ

ま
か

あ

ま

と

あ

ま
で

ご
と

拝
復
、
暑
さ
に
も
拘
わ
ら
ず
御
機
嫌

よ
ろ
し
く
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
地
に
参
り
ま
し
た
が
、
今
年
は

湿
気
が
多
く
神
経
痛
も
思
い
の
ほ
か

軽
快
に
向
か
わ
ず
、
従
っ
て
ご
無
沙

汰
申
し
上
げ
ま
し
た
。
け
れ
ど
浮
世

を
は
な
れ
て
の
山
あ
い
は
、
世
間
の

騒
ぎ
も
耳
に
入
ら
ず
、
ひ
っ
そ
り
落

ち
着
い
て
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
心
配
な
く
。
ま
ず
は

と
り
あ
え
ず
ご
無
沙
汰
の
お
詫
び
ま

で
、
こ
の
通
り
で
す
。

頓
首

吉
田

茂

谷
口
御
後
室
様御

前

九
月
七
日

【
現
代
語
訳
】

【
書
き
下
し
文
】



御
不
沙
汰
（
ご
ぶ
さ
た
）

…

２
行
目

吉
田
の
手
紙
で
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
頻
出
の
語
句
で
す
が
、
通
常
は
「
御
無
沙
汰
」
と
「
無
」
を
使

う
と
こ
ろ
、
吉
田
は
必
ず
「
不
」
を
使
っ
て
い
ま
す
。

撰
挙
（
せ
ん
き
ょ
）

「
選
挙
」
の
「
選
」
が
「
撰
」
と
な
っ
て
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自
働
車
（
じ
ど
う
し
ゃ
）

「
自
動
車
」
の
「
動
」
が
「
働
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
〇
の
義
（
～
の
ぎ
）

古
文
書
で
使
用
さ
れ
る
「
〇
〇
之
（
の
）
儀
」
と
い
う
用
法
が
あ
り
ま
す
。
意
味
は
「
○
○
の
こ
と
」
と
な

り
ま
す
。
吉
田
は
こ
れ
を
「
儀
」
で
は
な
く
、
「
義
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
過
古
（
過
去
）
、
干
係
（
関
係
）
、
干
与
（
関
与
）
、
記
臆
（
記
憶
）
、
才
判
（
裁
判
）
、

政
事
家
（
政
治
家
）
、
切
角
（
折
角
）
、
打
解
（
打
開
）
、
拝
覆
（
拝
復
）
、
無
性
（
無
精
）
、
ヨ
算
（
予

算
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
吉
田
茂
特
有
の
表
現
に
つ
い
て
】

今
回
は
、
吉
田
茂
特
有
の
単
語
表
現
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
吉
田
茂
は
時
に
独
自
の
漢
字
を
使
っ
て
単
語
を
書
い
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
頻
繁
に
で
て
く
る
こ
れ
ら
の
特
有
の
単
語
表
現
は
、
知
ら
な
い
と
単
語
の
意
味
が
取
れ
な
か
っ
た
り
、
た
だ

の
間
違
い
だ
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。



「
世
間
の
さ
わ
き
も
耳
ニ
入
ら
す
」

手
紙
の
後
半
に
は
、
「
さ
り
な
が
ら
浮
世
は
な
れ
之
山
間
、
世
間

の
さ
わ
き
も
耳
ニ
入
ら
す
閑
寂
ニ
消
光
罷
在
候
」
と
あ
り
、
吉
田
が
箱
根
の
山
中
で
静
か
に
療
養
し
て
い

る
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
が
、
実
際
に
は
、
造
船
疑
獄
や
鳩
山
一
郎
ら
の
離
党
と
復
党
な
ど
の
複
雑
な

政
治
状
況
を
は
じ
め
と
し
て
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
と
て
も
手
紙
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
心
穏

や
か
に
暮
ら
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
こ
の
手
紙
の
少
し
前
の
９
月
１
日
、
吉
田
か
ら
当
時
の
農
林
大
臣
で
あ
っ
た
保
利
茂
に
出
さ

れ
た
手
紙
に
は
、
「
米
作
概
況
御
話
被
下
大
ニ
安
堵
仕
候
」
（
米
作
の
概
況
を
お
話
し
下
さ
り
、
大
い
に

安
堵
し
ま
し
た
。
）
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
、
戦
後
直
後
の
食
糧
危
機
に
、
総
理
大
臣
と
し
て

直
面
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
吉
田
は
、
当
面
の
危
機
を
乗
り
越
え
た
あ
と
も
、
国
内
の
食
料
増
産
と
農
政

に
は
非
常
に
関
心
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
前
年
の
昭
和
28

年
は
、
西
日
本
一
帯
の
大
水
害
と
東
北
・
北

海
道
の
冷
害
で
、
食
料
の
緊
急
輸
入
が
行
わ
れ
て
い
た
状
況
で
し
た
。
続
く
29

年
も
冷
害
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
8

月
下
旬
に
東
北
の
天
気
が
持
ち
直
し
、
な
ん
と
か
冷
害
に
な
ら
ず
に
済
み
そ
う
だ

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
報
告
を
保
利
か
ら
受
け
た
吉
田
が
し
た
た
め
た
の
が
、
右
の
保
利
宛
の
手
紙
で
す
。

吉
田
は
こ
の
と
き
、
う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
、
保
利
に
労
い
の
意
味
を
込
め
て
陶
器
の
馬
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

馬
好
き
の
吉
田
な
ら
で
は
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
国
内
外
に
お
け
る
諸
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
「
世
間
の
騒
ぎ
も
耳
に
入
ら
ず
」
と
飄
々

と
し
た
吉
田
の
姿
か
ら
は
、
吉
田
の
娘
で
あ
っ
た
麻
生
和
子
が
「
し
め
っ
ぽ
い
話
と
か
、
自
分
が
解
決
出

来
な
い
話
は
一
切
し
な
い
。
（
中
略
）
父
の
よ
う
な
性
格
の
人
は
自
分
の
ぐ
ち
を
絶
対
に
人
に
話
さ
な

い
」
（
麻
生
和
子
「
父
の
こ
と
」
、
朝
日
新
聞
社
編
『
吉
田
茂
』
収
録
）
と
回
想
し
た
よ
う
に
、
毅
然
と

し
た
一
面
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
考
文
献…

財
団
法
人
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茂
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団
『
吉
田
茂
書
翰
』
（
中
央
公
論
新
社
、
１
９
９
４
）

朝
日
新
聞
社
編
『
吉
田
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』
（
１
９
７
２
）

箱
根
小
涌
谷
の
別
荘

吉
田
茂
は
昭
和
23

年
頃
か
ら
毎
年
、
夏
に
は
避
暑
で
箱
根
小
涌
谷
の
三
井
別
邸
に

滞
在
し
て
い
ま
し
た
。
手
紙
の
な
か
で
「
此
地
ニ
参
候
処
」
と
で
て
く
る
「
此
地
」
と
は
、
大
磯
の
こ
と

で
は
な
く
、
箱
根
の
こ
と
で
す
。
手
紙
の
差
出
の
住
所
も
「
箱
根
小
涌
谷

吉
田
茂
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

吉
田
の
手
紙
を
見
て
い
る
と
、
そ
の
時
々
で
滞
在
し
て
い
る
場
所
が
違
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、

総
理
大
臣
時
代
は
大
磯
の
自
宅
に
は
週
末
に
帰
る
程
度
で
、
普
段
は
目
黒
区
に
あ
っ
た
公
邸
（
旧
朝
香
宮

邸
、
現
在
の
東
京
都
庭
園
美
術
館
）
に
滞
在
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
22

年
か
ら
23

年
に
下
野
し

て
い
た
時
期
に
は
、
杉
並
区
に
あ
る
近
衛
文
麿
の
荻
外
荘
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

手
紙
で
は
、
箱
根
も
思
っ
た
よ
り
湿
気
が
多
く
、
神
経
痛
が
思
い
の
ほ
か
よ
く
な
ら
な
い
旨
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
数
か
月
前
か
ら
吉
田
の
手
紙
に
は
、
し
ば
し
ば
神
経
痛
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
、

吉
田
は
神
経
痛
の
悪
化
で
、
国
会
を
長
期
欠
席
し
て
い
ま
し
た
。

【
内
容
解
説
】


